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　はじめに：南極観測第IX期計画(2016～2021年度)では、その重点観測のひとつとして「地球システム変動

の解明を目指す南極古環境復元」（研究代表者：川村賢二）を実施中である。計画の目的は、南極域の環境変

動史を復元し、全球気候変動に南極が果たす役割を解明することである。主要な計画として、南極内陸の雪氷

学調査から、南極域の環境変動の復元を第四紀の時間スケールにおいて進める。現存する世界最古のアイスコ

ア（80万年）より古い年代まで遡るアイスコアの掘削を目指した新たな掘削点の探査や、掘削拠点となる内陸

新基地の設営、パイロット孔掘削を実施する。2017年度には、日本南極地域観測隊において、東南極ドーム

ふじ地域での夏期の内陸雪氷調査を実施した。ここで、氷床底部と内部の探査をVHF帯レーダを用いておこ

なった。 

　調査の概要：調査隊メンバーは2017年の10月下旬に日本を出発し11月上旬に空路で昭和基地へ入った。昭

和基地からドームふじ地域へ雪上車で移動した。12月上旬にドームふじに到着後、近傍の地域でのべ約24日

間にわたり雪上車搭載のレーダを用いた氷床観測を行った。この地域でのレーダ観測の総走行距離は約

2,990km。概ね5kmの測線間隔の観測でカバーした総面積は約2万平方kmとなった。 

　主要な結果と今後：探査した測線のうち、「新ドームふじ」と呼ぶ、氷厚約2,300メートルの氷床下山塊の

ある地域では、氷床下岩盤からその上約500メートルにかけて、比較的安定した数層の氷床内部層の存在を検

知することに成功した。検知した氷床内部層のもつ年代は現時点では不明であり、今後の重要な研究課題であ

る。こうした氷床内部層は、「新ドームふじ」地域を離れるにつれて不明瞭になったり褶曲等の層の乱れをも

つ傾向にある。氷厚が約2,800メートル以上の地域においては、最深部500m厚については、電磁波を反射す

る層構造がほぼ存在しないことを確認した。すなわち、氷床内部層からの電磁波反射強度は、基盤から約

500mの上の深度で急激な低下を示す傾向にある。詳細な基盤地形図と内部層分布図を作成するための観測

データを得た。今後は、データの一次解析をすすめて基盤岩地図と内部反射層の分布データを作成し、この地

域の氷床のモデル研究に活用する。掘削地点候補地をいくつか絞り込み、2018年度の日本南極地域観測にお

いてさらに詳細なレーダ観測を実施し、情報の収集と分析をすすめる。
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